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　3．　Cistemographyの診断学的意義について
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　　　　　　　　（昭和大学耳鼻咽喉科）
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　〔目的〕近年，髄液のdynamic　flowの研究にRIが使

用され，その有用性については多くの報告がある．われ

われはCisternographyの診断学的意義を，　PEG，　CAG，

VAG，脳シンチ等の補助的診断法と比較検討した．放射

性医薬品は16gYb－DTPAとRISAを使用し，両者につ

いても検討した．

　〔方法〕　脊髄穿刺により，RlsA　loo～200μci，16gYb－

DTPA　1μCi注入し，脳脊髄液の流れをシンチカメラ

で継続的に撮影した．

　〔症例〕　われわれが行なった症例はテント上腫瘍，脳

血管障害，頭部外傷後遺症，脊髄小脳変性疾患，頭蓋底

カン入，テント下腫瘍，痙攣発作など約60例である．

　〔結果〕　症例の多くは，前記の補助的診断法を同時に

行なっているが，Cisternographyのみが陽性所見を示

した．例えぱ，　①比較的早期診断の難しいPineal－

regionの腫瘍，②臨床的に聴神経腫瘍と考えられなが

ら，Cisternogsaphyおよび手術によってPars　Glioma

と解ったもの，③脊髄腫瘍と診断され，治療されなが

ら脳脊髄液の通過障害が見い出されず，正常の像を示し，

腫瘍の否定されたもの，　④頭部外傷後遺疾の痙攣発作

や半身マヒを伴っていた症例では，Cisternへのisotope

の摂取は不均一となり，PEGのみではえられなかった

所見を示し，EEGの結果と一致したもの，⑤脊髄小

脳変性疾患は脊髄腫瘍やPars　Gliomaと誤診され易い

が，正常な像を示し腫瘍否定の有用な補助的診断法とな

ったもの，などが含まれている．またRISAと比較し

て169Yb－DTPAには次のような利点があった．①脳

脊髄液中で何ら変化をうけず，前処置は不必要で，　③

製品の安定性も非常に高く，shelf　lifeが長く，③生

物学的半減期が短かく，β線を放出せず大量投与ができ，

より一層鮮明な像がえられ，　④副作用は全く認められ

なかった．また，　16gYb－DTPAとRISAでは，多少

その動態が異なり，Cisternに到達する時間は，169Yb－

DTPAの方が速かった．これは分子量の違いが1っの

原因となっていると考えられる．

　〔結論〕Cisterrographyは単なるdynamic　flow　study

に役立つのみでなく，各種補助診断法で，異常所見を呈

さなかった症例の診断にも役立ち，手術適応の有力な手

がかりがえられた．

4．　外科的領域のRI診断：

　　甲状腺疾患における1311Scannigの診断

　　的意義
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　甲状腺疾患の外科的治療にあたって，　1311scintiscan－

ningの果す役割は種々あるが，このうち最も重要なも

のは腫瘤の良性，悪性の鑑別診断，ならびに甲状腺の形

態，位置異常の診断である．われわれは，過去10年間に

甲状腺手術2，137例を行ない，その経験から，甲状腺疾

患の外科治療の指針として1311scintiscanningの必要性

をしばしば強調してきたが，今回これらの経験例のscin－

tigramを再検討し，外科治療の指針としての意義にっ

いて述べたい．

　1．　甲状腺結節の良性，悪性の鑑別

　甲状腺結節のscintigramにおいては，癌，腺腫とも

にcold　noduleが多く，両者を鑑別することは困難であ

る．しかしながら，癌および腺腫の多数例について，結

節の1311摂取状況と，結節の大きさ，あるいは腺内にお

ける占居部位などとの関係を検討した結果，良性例，悪

性例の問に差異がみとめられた．したがって，これらの

点に留意してscintigramを判読すれば，良性，悪性の

鑑別診断上有効な検査法であると考える．

　2．　甲状腺の形態，位置異常

　正中頸嚢胞と甲状腺形成不全との鑑別，一側腺葉欠如

例とToxic　adenomaとの鑑別，あるいは胸内甲状腺腫

の診断など，われわれの経験例におけるscintigramの

意義を検討した結果，scintiscanningはこれら症例の診

断ならびに治療上極めて有力な検査法であることを認め

た．
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